
保
健
婦
に
よ
る

シ
リ
ー
ズ
健
診
ミ
ニ
知
識

肝
機
能
検
査
の
す
す
め
第2回

度
胸
や
勇
気
が
あ
る
人
の
例
え

と
し
て
、「
肝
が
太
い
」「
肝
っ
玉
か

あ
さ
ん
」な
ど
と
よ
く
い
い
ま
す
が
、

肝
（
き
も
）つ
ま
り
肝
臓
は
言
葉
ど

お
り
の
底
力
が
強
い
臓
器
で
す
。

肝
臓
は
、
食
べ
物
を
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
換
え
た
り
、
体
内
に
入
っ
た

毒
物
を
解
毒
す
る
重
要
な
働
き
を

し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
複
雑
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
が
数
百
種
類
も

の
酵
素
で
す
。

こ
の
酵
素
の
一
つ
に
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・

Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
両
者
と
も
肝
細
胞
の
中
に

あ
り
ま
す
が
、
肝
臓
に
炎
症
な
ど

の
障
害
が
あ
る
と
血
液
中
に
大
量

に
出
て
き
ま
す
。

Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
も
5
0単
位

以
上
の
場
合
は
要
注
意
。
特
に
1
0
0

単
位
以
上
に
な
れ
ば
急
性
肝
炎
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
肝
臓
病
が
疑
わ
れ

ま
す
。

加
え
て
Ｇ
Ｏ
Ｔ
は
、
肝
臓
以
外

に
心
臓
の
筋
肉
、
骨
格
筋
に
も
含

ま
れ
ま
す
か
ら
心
筋
梗
塞
な
ど
の

心
臓
病
の
発
見
に
も
役
立
つ
わ
け

で
す
。

「
酒
の
飲
み
す
ぎ
は
肝
臓
に
悪

い
」
と
い
う
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
肝
臓
は

痛
み
を
起
こ
す
神
経
が
な
い
た
め

異
常
が
あ
っ
て
も
自
覚
症
状
が
な

く
、
つ
い
無
理
を
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。

こ
の
”
心
耐
強
い
臓
器
”
の
異

常
を
早
く
発
見
す
る
た
め
に
も
、

少
量
の
血
液
で
肝
臓
の
状
態
が
わ

か
る
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
検
査
を

お
勧
め
し
ま
す
。

※
Ｇ
Ｏ
Ｔ
（
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
オ
キ

ザ
ロ
酢
酸
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー

ゼ
）
正
常
値
－
4
0
単
位
以
下

※
Ｇ
Ｐ
Ｔ
（
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ピ
ル

ビ
ン
酸
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
）

正
常
値
ー
3
0
単
位
以
下

作
品
募
集

Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
ゆ
う
気
分
の

お
さ
か
な
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
山
口
県
大
会

応

募
資
格

ア

マ
チ

ュ
ア
の
人
で
未
発
表

の

作

品

応

募
方

法

ハ
ガ
キ
に
メ
ニ
ュ
ー
名
、
材
料
、

作
り
方

、
コ

ツ
な

ど
明

記
。

締
　

切
　
6

月
3
0
日

（
消

印
有
効

）

※
問

い
合

せ
先

〒
7
5
0
下
関
市
伊
崎
町
1
‐
4
-
2
4

山
口
県
漁
連
内
　

山
口
県

魚

食
普
及
推
進
協

議
会

0
8
3
2
-
3
1
-
2
2
1
1

「
森
と
湖
」

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

テ

ー
マ

・
応
募
制

限

「
森
」
と
「
ダ
ム
」
又
は
「
ダ

ム
湖
」

の
あ

る
風
景

で
、
単
写
真

で
カ

ラ
ー
の
サ

ー
ビ
ス
判
を

一
人
3

枚

ま
で
応
募
可

。（
ネ

ガ
同
封

）

応

募
期
限

6
月
3
0
日

（
消

印
有
効

）

※
問

い
合

せ
先

〒
1
0
2
東
京
都
千
代
田
区
麹
町

2
-
1
4
‐
2

（
財
)
ダ
ム
水
源
地
環
境
整
備
セ
ン

タ
ー
内

「
森
と
湖

に
親
し
む
旬

欄
」

中
央
行

事
実
行
委

員
会

写

真
コ

ン
ク
ー
ル
募
集
係

0
3
-
2
6
3
-
9
9
2
1

お
し
ら
せ

交
通
事
故
出
張
相
談

相
談
日
　
毎
週
水
曜
日

1
0時
～
1
5時

場
　
所
　
長
門
市
役
所

内
　
容
　
交
通
事
故
を
め
ぐ
る
損

害
賠
償
問
題
他

※
急
ぐ
人
は
直
接
萩
ブ
ロ
ッ
ク
交

通
事
故
等
相
談
所
へ

0
8
3
8
2
‐
⑥
1
0
1
1
0

税
務
署
か
ら
の

お
し

ら
せ

7
月
1
1日
は
納
期
特
例
の
適
用

を
受
け
て
い
る
人
の
源
泉
所
得
税

の
納
期
限
で
す
。

ながと歴史散歩

第13回

三
上
山
の
神
仏
た
ち

三
宝
荒
神
と
役
行
者

東
深
川
田
屋
と
仙
崎
と

の
間
に
横
た
わ
る
三
上
山

（
さ
ん
じ
ょ
う
や
ま
）は
、

七
尾
七
浴
（
な
な
お
な
な

え
き
）
と
も
い
わ
れ
、
地

形
の
複
雑
な
山
で
あ
る
。

山
の
歴
史
は
古
い
。
か

つ
て
こ
こ
か
ら
、
弥
生
時

代
の
石
の
斧（
お
の
）や
古
墳
時

代
の
石
棺
が
み
つ
か
っ
た
。

山
の
北
西
の
端
に
三
宝
荒
神

の
社
が
あ
る
。
こ
の
荒
神
は
、

仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
ま
も
る
。

か
ま
ど
神
と
も
い
わ
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
氏
子
や
家
畜
の
安

全
、
豊
作
へ
の
願
い
も
こ
め
た

も
の
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

再
興
の
記
録
が
あ
る
。

社
殿
に
、
合
わ
せ
て
ま
つ
ら

れ
る
山
上
社
は
、
役
行
者
（
え

ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）

の
木
像
が
本
尊
。

前
鬼
、
後
鬼
を
従

え
て
い
る
。

役
行
者
は
七
世

紀
後
半
、
大
和
国

葛
城（
か
つ
ら
ぎ
）

山
で
修
行
、
山
岳

宗
教
で
あ
る
修
験

道
（
し
ゅ
げ
ん
ど

う
）
を
開
い
た
。

山
上
社
所
蔵
の
巻
物
に
は
、

役
行
者
が
、
雲
に
乗
っ
て
空
を

走
る
奇
跡
、
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
。
地
元
で
も
、
青
海
の
高

山
か
ら
三
上
山
へ
、
大
男
が
飛

ん
で
き
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、

山
す
そ
に
今
も
、
大
人
（
お
お

ひ
と
）
の
地
名
が
残
る
。

山
上
社
は
、
享
保
十
年
(
一

七
二
五
）
の
再
興
。
古
く
は
、

山
の
東
側
、
高
山
と
呼
ば
れ
る

と
こ
ろ（
現
在
、
市
の
配
水
地
）

に
あ
っ
た
と
い
う
。

役
行
者
の
信
仰
は
、
か
つ
て

こ
の
山
が
、
修
験
の
道
場
で
あ

っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

今
の
社
殿
は
、
昭
和
十
六
年

の
再
建
。
田
屋
の
人
び
と
の
信

仰
も
あ
っ
い
。
　
　
　
　（
佳
）役 行 者 の 木 像

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

6
月
1
日
は
鮎
の
解
禁
日
。

深
川
川
で
は
、
こ
の
日
を
待
ち

か
ね
て
い
た
、
た
く
さ
ん
の
大
公

望
た
ち
が
、
早
朝
か
ら
小
雨
の
中
、

釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
ま
し
た
。

観
月
橋
の
下
流
で
は
、
段
針
で

鮎
掛
け
を
し
て
い
ま
し
た
。
形
は

小
さ
め
で
し
た
が
、
数
は
多
く
、

見
る
見
る
魚
篭
（
び
く
）
一
杯
に
な

り
ま
し
た
。

深
川
河
川
組
合
は
、
こ
と
し
鮎

の
稚
魚
6
万
5
平
尾
を
放
流
し
た

の
で
当
分
、
鮎
つ
り
を
た
の
し
め

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市の人口( 6 月1 日現在)

面　積　152. 29km
人　口　27, 272 人（＋50）

男　12, 800 人( +27)

女　　14, 472 人( +23)

世帯数　8, 622 世帯( +22)

（　）は前月比

今月の納税

市民税 第1 期

納期6 月30 日


	page1

